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1.団長祝辞

神栖市サッカースポーツ少年団設立50周年、誠におめでとうございます。

50年という長きにわたり、サッカースポーツ少年団の発展にご尽力されてきた

諸先輩方の多大なるご貢献に、心より敬意と感謝を申し上げます。

50年という歳月は、ただ積み重ねるだけで成し得るものではなく、創り上げ、

維持し、発展させながら今日まで継続していくことは、並大抵のご苦労では

なかったことと拝察いたします。

そして、息栖サッカースポーツ少年団も設立50周年を迎えました。

団員、育成部、指導部が一体となり、その歴史を今日までつないできたことで、

この記念すべき節目を迎えられたことを大変うれしく思います。

私は息子の入団をきっかけに指導者の道を歩み始めました。

子どもたちのひたむきな姿に触れ、息子が卒団してからも、指導者を続けて

10年以上の年月を過ごしてまいりました。

子どもたちと共に悔しさや喜びを分かち合えた時間は、何ものにも代え難い

大切な経験であり、私自身も共に成長させてもらったと感じています。

この50年という歴史を築き、守り続けてくださった先人の皆様への感謝の

気持ちを忘れず、そして、今共にサッカーを楽しんでいる子どもたちへの

感謝も大切にしていきたいと思います。

この50周年を新たなスタートとし、団員・育成部・指導部が三位一体となっ

て、サッカースポーツ少年団のさらなる発展に、微力ながら貢献していきたいと

考えています。

今後のサッカースポーツ少年団のますますのご発展とご活躍を祈念し、

お祝いの言葉とさせていただきます。

息栖サッカースポーツ少年団

団長 白石 貢一



2.育成部長祝辞

神栖市サッカースポーツ少年団創立50周年、

誠におめでとうございます。

長年にわたり、地域の子どもたちの成長とサッカーの普及に

ご尽力されてきましたことに、心より感謝と敬意を表します。

日々の活動を通して、子どもたちは技術だけでなく、仲間を

大切にする心や努力することの大切さを学んでいます。

その成長を見守ることができることを、大変うれしく思っております。

今後も神栖市サッカースポーツ少年団が、子どもたちの夢と笑顔にあふれ、

さらなる発展を遂げられますことを願い、お祝いの言葉といたします。

息栖サッカースポーツ少年団

2025年度育成部長 五十嵐 真由美



3.団員祝辞
神栖市サッカースポーツ少年団 50周年、誠におめでとうございます。
息栖サッカースポーツ少年団を代表して、お祝いの言葉を述べさせて
いただきます。

私は小学1年生のときに神栖市へ引っ越してきました。　
サッカーをしている友だちの影響で、私もサッカーを習いたいと思い、
始めました。

サッカーを通して、あきらめない心や、仲間を大切にする気持ちを
学びました。この町で育ったことを、私はとても誇りに思っています。

これからも感謝の気持ちを忘れず、元気いっぱいサッカーに取り組んで
いきます。そして、私たちのサッカー少年団が、これからも笑顔あふれる
存在であり続けることを願っています。

本日は、誠におめでとうございます。
息栖サッカースポーツ少年団

2025年度主将 森 虎成

神栖市サッカースポーツ少年団 50周年、誠におめでとうございます。
息栖サッカースポーツ少年団の一員として、この日を迎えられたことを
大変うれしく思います。

私は神栖市に11年間住み、サッカーを楽しんできました。これも、家族を
はじめ、サッカー仲間、地域の方々、そしてコーチの皆様のおかげです。

サッカーを通して、私は仲間や他チームのライバルなど、多くのサッカー仲間と
出会うことができました。
また、サッカーを始めなければ知ることのできなかった、あきらめない気持ちや
仲間を大切に思う心など、たくさんのことを学ぶことができました。

これからも感謝の気持ちを忘れず、サッカーを続けていきたいと思います。
そして、笑顔あふれる素敵な神栖市サッカースポーツ少年団であり続けることを、
心より願っています。

このたびは、誠におめでとうございます。
息栖サッカースポーツ少年団
2025年度副主将 青柳 陽



4.息栖SSS OB祝辞

神栖市サッカースポーツ少年団が50周年を迎えられたことを、

心よりお喜び申し上げます。

私は小学1年生のときに、息栖サッカースポーツ少年団に入団しました。

息栖SSSは、選手・コーチ・保護者の皆さんがとても仲が良く、常に活気に

あふれていたことを、今でもよく覚えています。

現在、私はIFAリーグ1部で戦う鹿島高等学校に所属しています。

レベルの高いリーグでプレーできているのは、小学生の頃から積み重ねてきた

日々のトレーニングのおかげだと感じています。

小学校低学年では基礎を中心としたトレーニングに取り組み、高学年では

フィジカルトレーニングにも力を入れました。

キャプテンを務める中で、何度も苦しい時期がありましたが、そのような

中でも厳しく指導してくださったコーチの存在があったからこそ、小学4年生の

学年別大会で「優勝」することができたのだと思います。

このような指導があったからこそ、今の自分があるのだと感じています。

また、当時の練習や試合において、お茶当番などで私たち選手を支えて

くださった保護者の皆様、市内リーグなどの運営に携わってくださった

役員の皆様には、心より感謝申し上げます。

現在、神栖市サッカースポーツ少年団に所属している選手の皆さんには、

常に目標を持ち、感謝の気持ちを忘れず、全力で取り組んでほしいと

思います。

そして、サッカーを通して大きく成長していってほしいと願っています。

今後も、神栖市サッカースポーツ少年団のさらなるご発展とご活躍を、

心よりお祈り申し上げます。

大竹 優希 (2021年度卒団)

息栖SSS - 神栖二中 - 鹿島高校



4.息栖SSS OB祝辞

神栖市サッカースポーツ少年団

創立50周年、誠におめでとうございます。

私は小学1年生から6年間、息栖サッカースポーツ少年団に所属していました。

この6年間を振り返ると、サッカーを通して学べることが数多くあったと

感じています。

その中でも、特に大切だと感じたことは「感謝」です。

会場までの送迎や食事の準備などで支えてくださる保護者の皆様、

そしてピッチに立てば、指導してくださるコーチや試合を支えてくださる

審判の方々がいます。

これらの支えを決して当たり前と思わずにプレーすることの大切さを、

今でも強く感じています。

現在、息栖サッカースポーツ少年団に所属している選手の皆さんには、

どんな時でも感謝の気持ちを忘れず、サッカーに取り組んでほしいと思います。

また、サッカーを通して、これからも多くのことを学んでいってほしいと

願っています。

今後も、神栖市サッカースポーツ少年団のさらなるご発展とご活躍を、

心よりお祈り申し上げます。

白石　蓮（2017年度卒団）

息栖SSS - 鹿島アントラーズJY - 尚志高校 - 新潟医療福祉大学



4.息栖SSS OB祝辞

神栖市サッカースポーツ少年団設立50周年、誠におめでとうございます。

50年にわたり支えてこられた皆様のご尽力に、深く感謝申し上げます。

これだけ長く活動が続いていることを、卒団生の一人として大変誇りに

思います。

サッカー人生のスタートでもある息栖サッカースポーツ少年団での経験が

あったからこそ、サッカー選手として13年間プレーを続けることができ、

現在もサッカーに携わることができています。

息栖SSSを通じて、多くの出会いや経験を得ることができ、プレーヤーとして、

また人間として成長できたことは、私にとって大きな財産です。

現在、私はスペインでサッカーの指導について学んでいます。この挑戦に

至るまでには、多くの方々の支えと後押しがありました。

サッカーを通してさまざまな人と出会えたからこそ、今の自分があるのだと、

心から感謝しています。

これからも多くの選手が、サッカーを通じて得た経験を力に変え、

さまざまなことに挑戦していってほしいと願っています。

尾池　龍馬（2014年度卒団）

息栖SSS - 神栖第二中学校 - 鹿島高校



4.息栖SSS OB祝辞

神栖市サッカースポーツ少年団創立5０周年、誠におめでとうございます。

私が息栖SSSに所属していた頃を思い返してみると、コーチの方々に

サッカーの土台となる基礎を教えてもらい、暑い日も寒い日も選手たちの

為に送迎やお茶当番など私たちを影でサポートしてくれた父兄、役員の

皆さんにとても感謝しています。

少年団での練習は辛い練習だけでなく合宿や初蹴り、親子レクレーション

など楽しいイベントなども沢山印象に残っています。

サッカーの技術だけではなく、あいさつ、礼儀など人として大切なことも

学ぶことができました。

息栖SSSを卒団した後も、神栖ニ中、鹿島学園高校とサッカーを

続けることができました。

私がこれだけサッカーを愛するようになったのも、コーチたちの熱い

ご指導と家族と周囲の方々の支えがあったからこそだと確信しています。

現在は、息栖SSSで指導者をしており、選手たちをみているとキラキラした

目で楽しくサッカーをしている姿が、昔の自分に重なる感覚で毎回の指導も

楽しみながら行っています。

サッカーを通して素敵な大人へと成長することを導いて行けるように

心がけたいと思います。

これからの神栖市サッカースポーツ少年団の益々の発展とサッカー少年

少女たちの活躍・成長を祈りましてお祝いの言葉とさせていただきます。

佃 啓行（1995年度卒団）

息栖SSS - 神栖第二中学校 - 鹿島学園



5.各学年集合写真
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5.各学年集合写真
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6.息栖SSS 50周年記念大会

2025.07.26(土) U-7,9,11大会

息栖SSS創立50周年を

記念して盛大に開催しました

2025.07.27(日) U-8,10,12大会



6.息栖SSS 50周年記念大会
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U-11 2日目集合写真



息栖サッカースポーツ少年団

団員募集中


